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平成27年11月19日 外部評価確定日 平成27年12月24日

事業所番号

所在地

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

社会福祉法人 佐賀県社会福祉協議会

1．その人らしさを尊重し生活支援を行う上で自己決定権を尊重した援助方法を大切にしている。
2．陶芸療法や絵画療法には専門の療法士が関わり、利用者様は活き活きとした表情で作品作りに取り組まれてい
る。またご家族に作品を見て頂き、残存能力を知ってもらうと共に日頃の活動について理解してもらっている。
3．季節に応じた野外活動を行い、季節感を感じてもらっている。毎年行う日帰り旅行や餅つき会では利用者様とご
家族のふれあいが深まり、良い思い出作りが出来ている。
4.敬老会後に開催する家族懇談会では主治医をはじめ、他職種が参加しご家族の質問や要望に応えている。
5.年間を通して行った行事や日頃の様子を写真に収め、敬老会のスライドショーで紹介し利用者様やご家族に見
て頂き楽しんでもらい理解を深めてもらっている。
6．グループホーム千寿荘新聞「鶴亀たより」を発行し、利用者様の生活が見えるようにしている。
7.認知症病棟での経験豊富な職員が配置され、各ユニットに看護師が1名ずつ常勤で配置されている他、介護職
の6割以上を介護福祉士が占めるなど質の高いケアを提供している。

訪問調査日

（様式第１号）

【事業所概要（事業所記入）】

【評価機関概要（評価機関記入）】

基本情報リンク先ＵＲＬ

4171700083

医療法人財団  友朋会

自己評価作成日

法人名

自己評価及び外部評価結果票

グループホーム千寿荘(寿Ａ・Ｂ）

平成１０年の開設で、佐賀県下におけるグループホームの草分け的な存在の事業所である。それだけに長い年月
にわたって培われた知識や実践に基づいた質の高い支援が、経験豊富な職員によって行われている。広大な医療
法人の敷地内にある各ユニットで、「家族愛のもと、長年にわたって培った技を普段の生活の中で生かしてもらえる
ように支援します」の理念のもとに、利用者はゆったりと穏やかに自分の生活リズムで日々を過ごしている。
日常の支援にあたっては毎朝、「今日一日を笑顔で過ごしましょう」の合い言葉で、まず、手鏡で自分の笑顔や身だ
しなみを確かめてから、利用者の支援に臨んでいる。一人ひとりの個性に合わせ、尊厳を尊重した支援は、職員の
「家族として一緒に過ごしましょう」の気持ちでの支援と相まって、利用者の笑顔や穏やかな表情となって現れてい
る。
毎日の「朝のつどい」で利用者の今日の過ごし方の希望を聴き、利用者主体の一日の流れが始まるのはこの事業
所ならではである。主治医、精神保健福祉士、芸術療法士等の専門的な助言や協力等を得られることは、協力医
療機関との緊密な連携と共に家族の安心感につながっている。また、利用者の希望を取り入れ、変化に富んだ年
間行事（花見、森林浴、ホタル見物、日帰り旅行、棚田案山子見学、もちつき、作品展示会等）は利用者の楽しみで
ある。

事業所名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

所在地

評価機関名

佐賀県佐賀市鬼丸町７番１８号

佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿乙１９１９

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ．理念に基づく運営

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

左に同じ

事業所の作品展示会に運
営推進委員から地域の方
に参加を呼び掛けてもらっ
たが参加は得られなかっ
た。　　　　　　　　　　　　　今
後も継続して取り組んでい
く。

左に同じ 左に同じ

自己評価および外部評価結果

外
部

自
己

項　　目

(1)

(2)

(3)

1

事業所独自の理念を創りあげており、
年度当初には法人の理念や前年度
の評価を踏まえて検討している。朝の
唱和や会議での話し合いでは常に理
念を意識しながら、日常での支援に反
映させている.。また、手鏡で自分の笑
顔や身だしなみを確かめてから、今日
の支援に臨んでいる。

3

2

4

運営推進会議には地域の
老人会、住民にメンバーと
して入って頂き、行事のお
知らせをして参加の呼びか
けも行っている。毎年嬉野
市役所へ連絡し、文化祭
への出品展示の確認を行
い作品コーナーも設けても
らっている。そのコーナー
には日頃利用者様が作成
された作品を展示し、見学
に行くのを楽しみにされて
いる。小規模多機能ホーム
「孝心の里」とグランドゴル
フの交流会を行っている。

左に同じ

法人自体が地域とのつながりを重視
しており、事業所も事業所としてできる
範囲内で地域との交流を図っている。
地域の文化祭へ出品したり、美化活
動、神社の掃除に参加したり、地域住
民からの相談等にも応じている。

運営理念や基本方針を朝
のミーティング時に唱和し、
念頭に置き個別にあった
関わりをしている。食材の
買物、調理、農園芸、活動
等、日々その人ができるこ
とへの取り組みを実践して
いる。

左に同じ 左に同じ

単に利用状況や行事の報告、今後の
行事予定のお知らせ等に終わること
がなく、各委員から多様な質問や意見
が出され、それが支援に活かされて
いる。地域密着型サービスや外部評
価についても話題になり、地域の情報
を得ることができる良い機会にもなっ
ている。

会議では利用者の状況や
行事報告、今後の行事予
定などを報告し、それに対
する意見、提案などを伺っ
ている。また利用者と一緒
に食事や会話をする時間
を設けている。献立につい
ての感想や意見を聞いたり
している。外部評価の結果
についても報告し、意見を
出してもらい次に活かして
いる。

左に同じ 左に同じ

外部評価
（評価機関記入欄）
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取
り組んでいる

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止に
努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している

(5)

市文化祭への出品、地域包括支援セ
ンターとの情報交換や課題の共有、
介護相談員の受け入れなどこれまで
以上に行政との連携に努めている。

(4)5

6

身体拘束をしない支援はもちろんのこ
と、言葉等による精神的な拘束がない
支援についても全職員の意識が高
い。身体拘束の事例も無い。利用者
の安全確保のためのエレベーター利
用時間制限や、滅多にないが、やむ
を得ずに玄関の施錠が必要な場合
は、家族にも説明し、理解と了承を得
ている。その場合も、玄関の施錠をし
ない、また自由にエレベーターを利用
できる時間帯を設けて、閉塞感の軽
減に努めている。

左に同じ 左に同じ

左に同じ

管理者は弁護士が出席さ
れる併設施設の人権擁護
委員会に参加し、事例をも
とに話し合う機会がある。
また職員は看護部教育委
員会の人権に関する研修
会に参加し、他の職員にも
伝達講習をしている。

左に同じ

7

8

左に同じ

管理者は併設病院の身体
拘束廃止委員会に出席し、
職員へ伝達講習を行い理
解を深めている。また研修
会や勉強会へも参加して
いる。基本方針に身体拘
束をしないことを明記する
と共に毎朝業務開始前に
唱和し声を出して意識づけ
を行っている。屋外への散
歩等個別対応して利用者
の精神的拘束感を軽減で
きるようにしているが利用
者様の状況に応じて玄関
の施錠をする場合がある。

左に同じ

左に同じ

友朋会の高齢者虐待防
止・対応マニュアルを参考
に学習会を行っている。ま
た毎日入浴時に全身の観
察を行っている。現在家族
からの意見・苦情はあって
いない。職員間で接遇また
ヒヤリハットの事例を基に
検討会を行い周知してい
る。

左に同じ

市町村の介護相談員派遣
事業を受け、利用者から意
見などを聞いて頂き、気軽
に話し合っておられる。利
用者からの意見を聞かれ
た後には、介護相談員と職
員とで情報交換を行ってい
る。嬉野市地域包括支援
センターとは運営推進会議
以外でも、ケースワーカー
を通じて情報交換を行って
いる。
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

(6)

9

定例の会議だけでなく、管理者は日
常の業務の中でも常に職員の意見を
聴き運営に反映させている。３ユニット
合同で行っていた日帰り旅行やホタ
ル見学を各ユニット毎に行うようにし
たのは一つの例である。法人の上司
も職員や利用者と食事を一緒にする
等意見を言いやすい環境づくりに配
慮している。

(7)11

10

面会時における職員の笑顔で丁寧な
応対は、家族に安心感や信頼感を生
み、家族は要望や意見など何でも相
談しやすい感じを抱くことができてい
る。家族アンケート、意見箱の設置、
相談窓口の案内等あらゆる機会を通
じて、家族や利用者の意見や要望の
収集に努めている。声なき声に配慮
し、質の高いサービスを目指して運営
に反映させている。

左に同じ

入所前の見学時にリーフ
レットを渡し簡単な説明を
行っている。入所時には利
用者、ご家族と十分に話し
合える時間を取っている。
必要に応じて千寿荘担当
の精神保健福祉士と連携
を図っている。また介護保
険改定時には利用者、ご
家族に改訂した利用説明
書を提示し、説明を行い了
解を得ている。

左に同じ 左に同じ

苦情相談の流れを掲示し
意見箱も設置している。公
的相談窓口のマニュアルも
掲示している。介護相談員
の訪問を受け、利用者から
話を聞いて頂いているが、
現在苦情は発生していな
い。訪室時に利用者様から
生活環境面等について
困った事はないか尋ねて
いる。ご家族の面会時に利
用者様を交え近況の情報
提供を行っている。年1回
のアンケート調査や家族懇
談会でのご家族の意見を
運営に反映させている。

左に同じ 左に同じ

責任者会議を月に2回、千
寿荘会議、ユニット会議を
月1回開催し、運営に関す
る意見や提案を出してもら
い検討している。議事録を
記載し全職員に周知できる
ようにしている。意見を述
べる機会を作り相互理解
につなげている。管理者は
法人の定例運営会議で開
設者との意見交換を行う機
会がある。また事務長や看
護部長、担当師長が巡回
時に職員の意見を聞く機
会がある。

左に同じ
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条
件の整備に努めている

○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

13

併設施設全体の労働安全
衛生委員会の「メンタルヘ
ルスサポート体制」を示し、
相談はいつでも行えるよう
に掲示している。労働安全
衛生委員会の職場巡視の
際にも設備面や労働環境
全般に対して要望を述べる
機会がある。また併設施設
の看護部長が毎年6月に
職場環境調査や職場ニー
ズ調査を行い、職員から直
接意見を収集できる仕組
みがある。代表者である理
事長には運営会議の場や
毎月の管理日誌、種々の
書類を提出している。年度
末に人事考課システムが
あり、職員個々の実績評価
をされている。院外の研修
を希望する職員に対し時
間や費用などの支援が整
備されている。

左に同じ 左に同じ

認知症ケアの質の向上の
為に認知症介護実践者研
修、介護支援専門員研修
に該当者を参加させてい
る。また介護福祉士・介護
支援専門員の資格取得に
向けての支援や院内外へ
の研修会に参加できる様
に職員の人員を確保して
いる。また看護、介護実践
能力評価表に基づき基本
的な知識・技術・態度が身
についているかを自己評
価した上で他者評価を行
い段階的なレベルアップに
努めている。

12

左に同じ 左に同じ
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めてい
る

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

14

16

ご家族からの不安や要望
については親身になって聞
き、電話や文書で返答して
いる。必要に応じて介護支
援専門員や担当の精神保
健福祉士にも相談し、ユ
ニット責任者と共に話し合
いの場を設けている。ご家
族の思いや状況を理解し、
いつでも相談しやすい雰囲
気作りに努め信頼関係の
向上に努めている。

15

本人の不安や困っているこ
とに対し、可能な限り関わ
りを多く持ち緩和に努めて
いる。特に初期はユニット
責任者が関わり、状況を把
握し他のスタッフと共有す
ることで安心できるように
努めている。またご家族に
も面会や電話での関わりな
ど協力を頂いている。

左に同じ 左に同じ

Ⅱ．安心と信頼に向けた関係づくりと支援

17

佐賀県グループホーム協
会主催の研修会に参加し、
お互いのサービス内容の
情報交換や鹿島・藤津地
域リハネットワーク研究会
の研修会などに参加して、
地域の同業者から情報を
得たり、サービスの質の向
上への取組みを行ってい
る。

左に同じ 左に同じ

左に同じ 左に同じ

利用者様やご家族のニー
ズを基に作成したケアプラ
ンに沿ってサービスを提供
している。必要に応じて症
状や介護度によって受けら
れるサービスも視野に入
れ、ソーシャルワーカーや
ケアマネージャーと共にご
家族の支援にあたってい
る。

左に同じ 左に同じ
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○本人と共に過ごし支え合う関係
職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支え
ていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような支
援に努めている

左に同じ馴染みの関係を考慮し、利
用者間の関係が良好に保
てるようにテーブルの席や
入浴の順番にも配慮してい
る。おやつの時間を設定し
交流の場としている。一人
で歩けない利用者様の下
膳をして頂いたりと、利用
者様の能力に応じてお互
いに助け合える関係作りを
支援している。

左に同じ

21

自分の家の近くまで一緒に出かけた
り、これまで馴染んできた理美容室の
利用を支援している。買い物や薬局に
寄った時に知り合いの方と会い、挨拶
や会話を交わすことも多々ある。知人
が面会にみえた時は、居室でゆっくり
と時間を過ごしてもらっている。

18

日々の関わりの中で、感
謝、共感の言葉を使うよう
にしている。能力に応じた
役割をお願いし、職員と一
緒に会話を大切にしてい
る。食材の買物や菜園に
ついては希望を尋ね、気持
ちを尊重するとともに意欲
アップにつなげている。

左に同じ 左に同じ

(8)20

19

ご家族へ毎月郵送している
健康についての「お知ら
せ」に行事案内を加え参加
を呼びかけている。参加さ
れたご家族と利用者様、職
員は和気藹々とした雰囲
気の中で交流を深めてい
る。また面会時には近況報
告なども行っている。行事
や利用者様の生活状況が
分かるように千寿荘新聞
「鶴亀たより」を定期的に発
行しご家族へ郵送してい
る。今年度も敬老会で年間
を通して日々の様子や行
事の写真をスライドショーと
して紹介し、利用者様、ご
家族に楽しんで頂いた。

左に同じ 左に同じ

かかりつけ医の病院受診
を希望される方へは家族
に協力してもらい受診され
ている。また買い物は行き
つけの店に同行してもら
い、美容室も継続して利用
できるように支援している。

左に同じ 左に同じ
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努めている

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

併設医療機関への入院の
為、退荘された後訪問し病
状を尋ねたり、他の利用者
と共に見舞いに立ち寄った
りしている。

左に同じ 左に同じ

利用者1～2名に対し職員1
名の担当制も取り入れ、利
用者の思いや希望など意
向の把握に努めている。料
理の下準備として魚をさば
いたり野菜を刻んだり、食
後の後片付け等、生活リハ
ビリとして自立支援をめざ
している。

左に同じ 左に同じ

22

24

(9)

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

25

まさに全職員が一体となって作成され
た具体的で実現可能な計画である。
日常の支援の中で利用者や家族の
意向を十分に汲み取り計画に反映さ
せている。週間サービス計画表、日課
計画表、サービス担当者会議の要
点、アセスメント結果、モニタリング実
践記録表、介護支援専門員の総合評
価等もきちんと整備されている。定期
的なモニタリングはもとより現状に即
した見直しもきちんと行われている。

(10)26

入居時の諸情報からだけでなく、入居
後も利用者の心に寄り添いながら、
ちょっとした行動や動作、つぶやき等
からも常に意向の把握に努めている。
かつて趣味だった絵手紙が病気で描
けなくなった利用者の、もう一度絵手
紙を描きたい気持ちを察して支援し、
利き腕でない手で描けるようになった
方もある。

ご家族より生活史として情
報収集し介護計画に活か
している。利用者様の状態
やご家族その他利用者様
を取り巻く環境について、
毎年データーベースの見
直しを行い、最新の情報を
基に介護計画に活かして
いる。

左に同じ 左に同じ

援助項目に沿って日々の
記録、また各勤務帯で利
用者の状況がわかる記録
を行っている。サービス計
画書の6ヵ月毎の評価、3ヶ
月毎のモニタリング、サー
ビス担当者会議で他職種
の情報も含め把握・評価で
きるようにしている。

左に同じ 左に同じ

利用者様及びご家族から
面会の際にサービスに関
する要望等を聞いている。
サービス担当者会議では
利用者様、ご家族、担当
医、計画作成担当者、受け
持ち職員、精神保健福祉
士、芸術療法士などの出
席を得て、ニーズや課題、
援助内容を検討している。
参加出来ない職員は書面
での参加としている。

利用者様及びご家族から
面会の際にサービスに関
する要望等を聞いてい
る。サービス担当者会議
では利用者様、ご家族、
担当医、計画作成担当
者、受け持ち職員、精神
保健福祉士、芸術療法士
などの出席を得て、ニー
ズや課題、援助内容を検
討している。担当医が参
加することで、ご家族は
医療面その他についても
気軽に相談できるように
している。

左に同じ
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支
援やサービスの多機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

○かかりつけ医の受診診断
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

○看護職員との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

各ユニットに1名の看護師
を配置し、3ユニット全体で
毎日最低1名以上の看護
師が勤務している。また法
人の当直師長や外来看護
師の協力も受けている。日
常的な健康管理を行い身
体的、精神的状況の把握
に努めている。介護職員は
看護師と連携を図り、情報
の報告、指示、助言を受
け、必要な対応を行ってい
る。

利用者や家族が希望する医療機関、
かかりつけ医での受診である。受診に
あたって家族の都合がつかない場合
は職員が同行、支援している。入院し
た利用者の洗濯物を取りに行ったり、
届けた事例もある。協力医療機関と
の綿密な連携は家族の安心の基とも
なっている。

サービス計画書に沿ったケ
アの内容を共有しながら実
践している。実践した内容
は援助記録に残し、3カ月
毎に記録している日常生
活動作能力経過表の評価
と共に必要に応じて朝の
ミーティングやユニット会議
で提案し介護計画の見直
しに繋げている。

左に同じ 左に同じ

左に同じ

医療機関への受診が必要
となった場合は本人、ご家
族の希望のかかりつけ医
にご家族の協力を得て受
診してもらっている。また協
力医療機関である嬉野温
泉病院や宮原歯科医院と
連携を図っている。

(11)

利用者様に対し、その時々
に応じて内科や眼科など
受診しやすい環境である。
行事にボランティアの方に
参加して頂いたりしてい
る。毎日の食材の買い物
や散歩、外食など積極的
に取り組み、また地域の行
事へも参加している。

左に同じ 左に同じ

地域のスーパーへの買い
物、理美容室を利用してい
る。また併設施設内の喫茶
店で自分の好きなものを選
んでもらい、飲食を楽しん
でもらっている。市報「うれ
しの」「県民だより」で情報
を提供し、地域の行事への
参加につなげている。

左に同じ

28

30

29

27

31

左に同じ 左に同じ

左に同じ 左に同じ
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所で
できることを十分に説明しながら方針を共有し、地
域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

利用説明書に重度化した
場合の対応について明記
している。入所時に利用者
様・ご家族に説明し、ご意
見を聞きながら方針を共有
している。急変時対応希望
書に心停止や呼吸停止、
外傷などによりご本人との
意思疎通が取れなくなった
時や、ご家族とすぐ連絡が
つかない場合の対応につ
いて具体的な項目を選択し
て頂きサインを得ている。
ご家族の要望を取り入れる
ため併設施設や地域の医
療機関との連携を図ってい
る。

左に同じ

救急処置用物品の整備と
使用法の研修を行い、応
急手当のマニュアルや併
設病院への緊急連絡網を
明示し活用できるようにし
ている。応急処置ができる
ように応急手当マニュアル
を整備している。AEDや異
物除去用吸引器の取り扱
いについては、職員全員が
併設病院の研修や伝達講
習で使用できるようにして
いる。急変時の対応（連絡
を含む）がスムーズに行え
るよう定期的に学習会を実
施している。

左に同じ 左に同じ

32

併設施設に利用者様が入
院された場合は、職員が面
会に行き、病棟スタッフと
の情報交換を行い、回復
状況を見て再入所可能な
場合は早期に退院できる
ようにしている。併設医療
機関以外に入院の場合は
地域連携室と連携し、診療
情報提供書による情報提
供を行っている。

34

33 (12)

入居にあたって、重度化した場合の方
針を事業所としてできること、出来な
いことをに説明して十分に話し合っ
て、家族の同意を得ている。状況の変
化があった場合は、本人や家族の気
持ちや意向を配慮しながら、主治医と
も緊密な連絡を取りながらの支援であ
る。看取りについては、基本的に設備
の整った医療機関での治療を前提と
し、状況に応じて家族と相談の上での
支援である。

左に同じ 左に同じ

左に同じ
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

週間サービス予定表や日
課表は個別に作成してい
るが、利用者様のその日
の体調を把握した上で、体
調に応じた利用者様本位
の支援を行っている。

左に同じ 左に同じ

38

35

37

(13)

36 (14)

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

防火・防災管理規程に基づき、事業
所でも独自に年２回の避難訓練を実
施している。夜間を想定し、実際に夜
の時間帯に実施している。地元消防
団の協力を得ての訓練を行っていた
が、消防団の事情で、現在は消防団
の協力は得られていない。地域の地
形の特徴から、ため池決壊のための
土砂災害を想定した訓練を行ったこと
もある。

事業所の開設以来、人権擁護、尊厳
の尊重は、運営方針の根本になって
いる。その方に合った言葉かけを含む
接遇一つを見てもそのことがうかがわ
れる。個人情報についてもきちんと守
られている。事業所便りに利用者の写
真を掲載する場合は、家族の同意を
得て使用している。

法人全体の火災・災害訓
練に参加し、避難における
知識、技術を学んでいる。
またホーム独自でも定期
的に初期消火、通報・連
絡、避難誘導訓練を行って
いる。地域との連携につい
ては併設病院の協力のほ
か、法人全体の火災・災害
訓練に嬉野医療センターも
参加され共に協力体制が
できている。火災通報装
置、またスプリンクラーが
設置されている。

左に同じ

朝の集いの時間にその日
の体調を含め、一日の過
ごし方について自己決定で
きる機会としている。思い
や気持ちを表出しない方に
は個別に関わり、その方の
気持ちに沿うよう心がけて
いる。

左に同じ

方針に「人権擁護」を掲
げ、接遇に関する注意事
項を毎朝ミーティングで唱
和し、利用者様の人権尊
重を意識した関わりができ
るように努めている。併設
施設の教育委員会主催の
人権擁護に関する研修に
参加し、意識向上に努めて
いる。

左に同じ 左に同じ

左に同じ 左に同じ
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

献立作成については管理
栄養士の指導を受け、カロ
リーや栄養バランスに留意
している。個々の利用者様
の嗜好やアレルギー食材
等の把握も行い配慮してい
る。義歯の有無や状況に
応じて主食の二炊きや副
食のキザミ食等、摂取しや
すいように支援している。
食事摂取量については毎
食ごとに記録に残してい
る。水分については食事以
外に10時、15時、入浴後等
にお茶やコーヒー等、希望
されるものを摂ってもらって
いる。ポカリスウェットを常
備し必要に応じて摂っても
らっている。

左に同じ 左に同じ

左に同じ 左に同じ

39

40 (15)

41

職員も同じ食事を利用者と一緒にい
ただいている。利用者をそれとなく見
守りながらの食事である。各ユニット
でそれぞれ食事が作られており、調理
の音や匂いは五感を刺激している。
利用者もできる範囲内で役割分担が
あり、準備や後片付け等を職員と一
緒に行っている。食材の買い出しは毎
日行われており、新鮮な食材が使わ
れている。毎月１日の赤飯は、利用者
の楽しみでもある。

毎月１日は赤飯を炊き、季
節の山菜、旬の食材を使っ
た献立としている。魚は鮮
魚店と契約し、新鮮で種類
も豊富で食べやすい形で
提供している。誕生日には
利用者様の好物を献立に
取り入れている。食材の買
い物、調理、味付け、後片
付けなどは、利用者様の
意志、希望を尊重し一緒に
行っている。週2回の朝食
時のパンを希望されない利
用者様にはご飯を提供す
る等柔軟に対応している。

左に同じ 左に同じ

朝はポイントメイク、外出時
は簡単なメイク、入浴後は
化粧水など、利用者様の
好むおしゃれを支援してい
る。また外出時には普段着
から外出着へ衣類の選択
支援を行っている。入所前
からの行きつけの理美容
院へ行けるように職員が同
行したり、ご家族へ協力を
依頼している。
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアを
している

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

食事の際、義歯の装着具
合や摂取状況を見ている。
また毎食後に歯磨きや義
歯洗浄の支援も行ってい
る。週に1回ポリデントによ
る義歯洗浄や歯ブラシ、
コップの洗浄も行い清潔に
も気を配っている。嚥下力
や口の周りの筋力アップを
目標に「健口体操」を行っ
ている。

左に同じ 左に同じ

入所から7日間と年度初め
の3日間は、排尿排便の時
間や性状を排泄管理表に
チェックし、個別の排泄状
況を把握している。誘導は
さりげなく早めに声かけを
行い、安易に紙おむつ等
は使用せず、トイレでの排
泄に向けた自立支援を
行っている。

左に同じ

42

46

43

44

45

(16)

(17)

毎日入浴の準備が出来ており、毎日
入浴する利用者もある。入浴時間帯
や入浴時間に特別の制限は無い。お
湯の温度や入浴順番も一人ひとりの
好みに応じた入浴支援が行われてい
る。また、冬場は特に脱衣場の室温
差が無いように工夫している。

綿密な観察や管理票によって、一人
ひとりの排泄習慣やパターンが把握さ
れおり、個々に応じた支援が行われて
いる。一人ひとりに応じたさりげないト
イレ誘導である。安眠への不安から夜
間だけオムツを望まれる方にも、朝に
本人用下着に交換する等、自立に向
けた支援が行われている。

左に同じ

便秘予防のため毎日屋内
の散歩などの運動を取り
入れている。便秘傾向の利
用者様には食物繊維を多
く含む食品やヨーグルトを
提供し便秘予防に努めて
いる。

左に同じ 便秘予防のため毎日屋
内の散歩などの運動を取
り入れている。便秘傾向
の利用者様には食物繊
維を多く含む食品や、自
家製のヨーグルトを提供
し便秘予防に努めてい
る。

利用者様に入浴時間の希
望を聞き、入浴の方法や時
間帯など、個人のペースで
入浴できるように心掛けて
いる。誘導時に拒否のある
利用者様には声かけの工
夫をしたり、時間の配慮を
している。

左に同じ 左に同じ

1日の生活リズムを守りつ
つ、年齢、身体の状態等に
合わせて午睡や休息も取
り入れるようにしている。一
人ひとりの気持ちや意思を
尊重し、休息などにも配慮
している。寝付きの悪い利
用者様にはホットミルク等
の飲み物や菓子類を提供
している。

左に同じ 左に同じ
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族や
地域の人々と協力しながら出かけられるように支援
している

47

48

(18)49

希望によって広い法人内の敷地を散
歩したり、外気浴をしている。売店や
近くのお店で日用品を買ったり、喫茶
店に寄ることもある。年間行事の中に
は職員による手作りの花見弁当が
あったり、ホタル見学で滅多にない夜
の外出を満喫した利用者もある。

左に同じ

ご家族からの情報をもと
に本人の意思を尊重しな
がら役割を決めている。
食後のお盆・テーブル拭
き、食材の買い物や、洗
濯物干しやたたみなどを
されている。また翌日のメ
ニュー書き能力に応じ見
守りの中で行なわれ、役
割意識が高まっている。
利用者様から嗜好品の
購入希望があれば売店
に付き添い購入しても
らっている。

ご家族からの情報をもと
に本人の意思を尊重しな
がら役割を決めている。
食後のお盆・テーブル拭
き、食材の下ごしらえや、
洗濯物干しやたたみなど
をされている。また翌日
のメニュー書きや日付交
換を担当してもらってい
る。能力に応じ、必要に
応じて見守りの中で行な
われ役割意識が高まり喜
びにも繋がっている。趣
味の生け花や書道にも取
り組まれている。利用者
様から嗜好品の購入希
望があれば売店に付き添
い購入してもらっている。

朝の集いで本日の予定の
お知らせを行うと共に利用
者様からの希望を聞く機会
を設けている。天候や気温
等、条件が揃えば屋外散
歩や菜園活動を行ってい
る。天気のいい日は屋外で
日光浴も行っている。また
利用者の希望があれば日
用品や嗜好品を売店まで
買い物に一緒に出かけ、
地域と触れ合う機会を支援
している。

朝の集いで本日の予定
のお知らせを行うと共に
利用者様からの希望を聞
く機会を設けている。天
候や気温等、条件が揃え
ば屋外散歩を行ってい
る。天気のいい日は屋外
で日光浴も行っている。
また毎日の食材の買い
物に一緒に出かけ、地域
と触れ合う機会を支援し
ている。

朝の集いで本日の予定
のお知らせを行うと共に
利用者様からの希望を聞
く機会を設けている。天
候や気温等、条件が揃え
ば屋外散歩を行ってい
る。天気のいい日は屋外
で日光浴も行っている。
また利用者の希望があ
れば町内の衣料品店ま
で買い物に一緒に出か
け、地域と触れ合う機会
を支援している。

調剤薬局から薬の名前、
作用、副作用などの説明
書をもらい、スタッフが目を
通して把握できるようにし
ている。処方変更や臨時薬
がでた場合も説明書をもら
い、効果や副作用等につ
いて伝達し把握できるよう
にしている。

左に同じ

ご家族からの情報をもとに
本人の意思を尊重しながら
役割を決めている。食事の
準備、後片付け、食材の下
ごしらえや、洗濯物干しや
たたみ、翌日の日付交換
など能力に応じ、必要に応
じて見守りの中で行なわ
れ、役割意識が高まり喜び
にも繋がっている。趣味の
生け花や書道にも取り組ま
れている。利用者様から嗜
好品の購入希望があれば
売店に付き添い購入しても
らっている。
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまね
くような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよ
うに配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている

51

52

50

(19)

各ユニットともそれぞれに落ち着いて
過ごせる空間がある。囲炉裏があっ
たり、ソファーやテーブルが効果的に
置かれている。玄関の生け花を利用
者が交代で生けているユニットもあ
る。畑には野菜も育っている。各ユ
ニットとも落ち着いた色調である。ま
た、静かで無用な音も聞こえない。

ホーム内に設置してある公
衆電話をいつでも使用でき
るようにしている。また金銭
を所持されていない利用者
様がご家族への電話を希
望された場合は、事業所か
ら取り次ぐなどの支援を
行っている。利用者様が活
動で作成したはがきを利用
して年賀状や暑中見舞、絵
手紙を出している。

左に同じ 左に同じ

玄関には季節の花や置
物を飾り、和めるような雰
囲気作りをしている。食堂
や廊下にはクラフトの時
間に全員で作成した作品
を掲示している。ホーム
内の壁は茶色を基調とし
た配色で、ドアは障子風
のデザインとし家庭の雰
囲気を感じることができる
ように工夫している。

左に同じ木造平屋建てのホールの
天井は吹き抜けで、囲炉裏
があり古民家風の建物で
ある。窓は大きく日光は十
分に取り入れられる。照明
は明るすぎないように調整
され、窓には内側に全て障
子風の二重戸にし、落ち着
いた家庭の雰囲気を感じら
れるよう工夫している。

利用者様の中で金銭の所
持を希望される方、ご家族
の理解や協力が得られる
方は金額を考慮した上で
所持されている。地域の
スーパーや近くの売店で買
い物される際、直接お金を
支払ってもらったり毎週日
曜日に小遣いを一緒に現
金出納帳の残高と現金を
本人に確認してもらいお金
に触れる機会を作ってい
る。

左に同じ 利用者様の中で金銭の
所持を希望される方、ご
家族の理解や協力が得
られる方は金額を考慮し
た上で所持されている。
地域のスーパーや近くの
売店での買い物、理容室
で直接お金を支払う方も
おりお金に触れる機会を
作っている。
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自己評価(　千寿荘　 ） 自己評価(　寿　A　） 自己評価(　寿　B　）

実施状況 実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫
をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

54

53

55

(20)

馴染みの品、お気に入りの物の持ち
込みに特別の制限は無く、各居室が
利用者がそれぞれにゆっくりと心安ら
かに暮らせる所になっている。趣味の
絵手紙や書道の道具や大正琴、孫や
ひ孫の写真、誕生会や敬老会での色
紙、テレビ、使い慣れた家具など色々
なものを見受けることができる。

建物内部はバリアフリー
で、床は衝撃吸収フローリ
ング床を使用し,老人カー
使用の利用者や歩行が不
安定な利用者にもやさしい
造りになっている。食堂な
ど共用の場所には囲炉裏
があり、床に座り足を降ろ
してゆっくりできる。また能
力的に難しい方には椅子
もあり、極力残存能力を活
かした自立支援を行ってい
る。居室の入口には本人
の家紋と表札を設置し、自
分の部屋という認識をして
もらい安心して生活しても
らえるようにしている。

建物内部はバリアフリー
で、床は衝撃吸収フロー
リング床を使用し,老人
カー使用の利用者や歩
行が不安定な利用者にも
やさしい造りになってい
る。介助歩行や見守りの
必要な利用者様は、食堂
など共用の場所に近い所
を居室とし、極力残存能
力を活かした自立支援を
行っている。居室の入口
には本人の家紋と表札を
設置し、自分の部屋とい
う認識をしてもらい安心し
て生活してもらえるように
している。

左に同じ

居室には利用者の希望で
使い慣れた寝具類を持ち
込まれている方もおられ
る。また個人のTVや家具、
趣味や好みの物を持ち込
まれ楽しんでおられる方も
いる。

ホールには植木や本棚等
を置いてある事で個々の
利用者様がそれぞれに楽
しまれている。植物が好き
な方はご家族が持ってこら
れた物を居室に置き楽しま
れている。日光に当てたり
水遣りを日課にされてい
る。長ソファを置いたりし
て、居場所作りを意識した
環境的配慮を心掛けてい
る。

居室には利用者の希望
で使い慣れた寝具類を持
ち込まれている方もおら
れる。また個人の好みの
物を持ち込まれ楽しんで
おられる方もいる。

居室には利用者の希望
で使い慣れた寝具類を持
ち込まれている方もおら
れる。また個人の位牌や
遺影を持ち込まれたり、
趣味や好みの物を持ち込
まれ楽しんでおられる方
もいる。

ホールには植木や本棚
等を置いてある事で個々
の利用者様がそれぞれ
に楽しまれている。植物
が好きな方はご家族が
持ってこられた物を居室
に置き楽しまれている。3
～4人掛けのソファを廊下
に置き、複数の利用者様
が一緒に過ごせるスペー
スを作るなど環境的配慮
を心掛けている。

ホールには植木や本棚
等を置いてある事で個々
の利用者様がそれぞれ
に楽しまれている。植物
が好きな方はご家族が
持ってこられた物を居室
に置き楽しまれている。
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ユニットＡ ユニットＢ ユニットＣ

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

　　　↓該当するものに○印をつけてください

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

（参考項目：30,31） 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の1/3くらいが

（参考項目：49） 4. ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている。

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

（参考項目：36,37） 4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

（参考項目：38） 4. ほとんどいない

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。

1. 毎日ある

2. 数日に１回程度ある

3. たまにある

（参考項目：18,38） 4. ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（目標指標項目）アウトカム項目））(事業所記入)
　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。

1. ほぼ全ての利用者の

2. 利用者の２/３くらいの

3. 利用者の１/３くらいの

（参考項目：23,24,25） 4. ほとんど掴んでいない

取　り　組　み　の　成　果
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ユニットＡ ユニットＢ ユニットＣ

　　　↓該当するものに○印をつけてください項　　目

取　り　組　み　の　成　果

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

68 職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

1. ほぼ全ての家族等が

2. 家族等の２/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない

67 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

66
職員は、活き活きと働けている。

1. ほぼ全ての職員が

2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

（参考項目：11,12） 4. ほとんどいない

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増えている。

1. 大いに増えている

2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない

（参考項目：4） 4. 全くいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある

3. たまに

（参考項目：2,20） 4. ほとんどない

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている。

1. ほぼ全ての家族と

2. 家族の２/３くらいと

3. 家族の１/３くらいと

（参考項目：9,10,19） 4. ほとんどできていない

62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる。

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

（参考項目：28） 4. ほとんどいない
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